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合本特集は地質調査所がトルコ共和国の主として

MTAとおこなってきた研究･技術協力を中心に企

画Lました.当初は目｡ト両国からの協力成果を掲

載する予定でしたが,トルコ側研究者の熱心な対応

により重要なトルコの地質情報をわかりやすく取り

まとめていただいたため,むしろ六号は｢トルコの

地質と地下資源｣として特集することにしました.

トルコ側研究者の原稿幸依頼して下さった在トルコ

藤井紀之氏のご尽力に感謝いたします.

禽工技院の国際産業技術協力事業やJICA(国際協

力事業団)の事業で行った協力の成果については,

次号以降に掲載する予定です.併せてご覧下さい.

合巻末の記事にありますように,MTAと地質調査

所との研究･技術協力は28年間継続してきました.

地質調査所はこれまでにも多くの国々と｢国際協力｣

を進めてきましたが,これだけ長く続いた例は他に

ありません.関係者の献身的な努力はもちろんです

が,何かしらこの国がもつ魅力がその理由の一つで

はないかと想像されます.地質調査所には井上英二

元所長や故沢俊明元所長をはじめとする歴代訪ト

者によるrトルコ友好協会｣があることがそれを物

語っています.本特集に際しても,これらの方々か

ら写真の提供をはじめさまざまな協力をいただきま

した.

禽表紙･口絵写真は提供いただいた多数の候補の中

から厳選して選びました,興味深い地質現象と貴重

な鉱物標本に加えて,口絵4ぺ一ジには,トルコ

の古い歴史と現在の産業･生活をかいま見る写真を

掲載しました.その国の文化,歴史や生活に及ぶ幅

広い興味は研究｡技術協力の成功に必要なもう一つ

の秘法かもしれません.それにしてもrアッシリ

ヤ,ヘレニズム,･H｣.実に魅惑的な言葉です.

禽山口大使の2篇の特別寄稿は,今後の研究｡技

術協力のあり方と,現在のトルコの動静,トルコ人

の背景を分析いただいた重要な情報です.今後の

r協力｣にとって貴重な参考になると期待されます.

合本文中のトルコ語は,名前以外はすべてロｰマ字

表記されています.読み方等の観則については本文

62ぺ一ジを参照してください.
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